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はじめに 

 

 

 この平成 24 年度 猿谷ダム定期報告書は、「ダム等管理フォローアップ定期報告書作

成の手引き［平成 15 年度版］国土交通省河川局河川環境課」に基づき、水源地域の動態

やダム周辺環境の変化等の管理に関わる各種の調査手法や結果について、客観的・化学的

に分析・評価を行い、今後のダムの適切な管理に資することを目的とし、猿谷ダムにおけ

る平成 19 年度から平成 23 年度の管理状況についてとりまとめたものである。 

 

 なお、猿谷ダムにおけるダム管理開始である昭和 33 年度以降から平成 18 年度までの管

理状況については、「平成 19 年度 猿谷ダム定期報告書」において整理・取りまとめお

よび評価が行われている。 
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